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～暑熱対策を再確認しましょう～

今年は梅雨が長く、豪雨被害も出てしまいましたが、一転して猛暑となって

います。酪農家のみなさんはすでに承知されていると思いますが、今一度、暑

熱対策を再確認しましょう。

１ 牛群検定気象情報（カウダス）

繁殖台帳Ｗｅｂシステムを用いるとご自分の牧場の毎日の気象を確認できま

す。検定日にとらわれず、今日までの気象が表示されます。ご確認ください。

２ 暑熱対策の基本

①十分な飲水

②送風（夏日は２４時間運転）

③重曹、ミネラル、ビタミンの給与

④良質粗飼料（急変はＮＧ）の給与

⑤遮光、屋根加工など施設改善

３ 乾乳牛

乾乳牛への暑熱対策を施していますか？乾乳牛は次期において生産の主力と

なる大切な牛です。妊娠後期でもある乾乳牛は体が重く、暑熱には弱いもので

す。また、給与飼料も粗飼料や蛋白を多く与えるため、更に暑熱に弱くなって

います。乾乳牛にも送風等の暑熱対策が必要です。乾乳牛に暑熱対策を講じた

場合、講じなかった乾乳牛と比較して、分娩後の乳量が約５ｋｇ増加したとい

う報告もあります。妊娠後期の未経産牛も同様です。



４ 子 牛

子牛にも暑熱対策が必要です。送風、換気は暑熱対策のみならず、ホコリや

アンモニアといった呼吸器病対策の意味でも必要です。子牛は脱水症になりや

すく、初乳期を除いては十分な飲水が出来るようにしてください。もし、子牛

が何らかの原因（汚れ、給水管のつまり等）で長時間飲水出来ていない時は、

注意が必要です。のどが渇いただろうと、大量の水を一度に与える（※）と、

水中毒という病気になる可能性があり、最悪のときは肺水腫を起こし死亡する

こともあります。このような時は少量ずつ何回にもわけて、時間をかけて水を

与えてください。

（※）体重の約８％、例えば体重５０ｋｇなら４リットル以上は危険

５ 弱った牛

当然ですが、暑熱による熱射病等は弱った牛に多く発生します。分娩直後

（特に難産）の牛をはじめ、乳房炎や低カルなどが潜在化している牛も要注意

です。また、暑熱から飼料の食い込みが悪いと、ル－メンアシド－シスやケト

－シス、第四胃変位なども引き起こし、ますます暑熱に弱くなり熱射病になり

やすくなります。このような病気の予防対策は、オ－ルシ－ズンで行っている

と思いますが、暑熱下では、とりわけ予防に努めてください。

2020 年 8 月家畜改良事業団情報分析センター


